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第5回 JA紀州カップ争奪ジュニアバレーボール大会

A
グ
ル
ー
プ

B
グ
ル
ー
プ

優　秀
選手賞

中　本　亮太朗 南 部 男 子 Ａ
米　澤　心望波 南 部 女 子 Ａ

敢闘賞

内　田　莉　咲 印 南 は ま ゆ う Ａ
小　川　千　晴 日 高 Ｖ Ｂ Ｃ
串　本　琉　夏 内原バレーボールクラブ
浦　島　美　海 名 田 ソ レ イ ユ
有　吉　　　楓 川 辺 ひ か り Ａ
猪　原　朱　莉 美 浜 ひ ま わ り

個人賞（敬称略）

▲元気よく選手宣誓してくれました
（美浜 VBC  A 宇戸凛華さん） ▲特産品をプレゼント▲力いっぱい試合する選手達

準優勝

南
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
女
子
Ａ

印
南
は
ま
ゆ
う
Ａ

南
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
男
子
Ａ

優勝

Ｈ
・
Ｙ
・
Ｍ　

β

優勝

第3位

12 月 9日、第 5回ＪＡ紀州カップ争奪ジュニアバレーボール大会を開催し
ました。全 25チームが参加し、ＪＡから管内の特産品をプレゼントしました。
開会式後、4会場（印南町体育センター、印南小学校体育館、印南中学校体育館、
上南部小学校体育館）で、Ａグループ、Ｂグループに分かれて試合を行い、選
手たちは白熱した戦いを繰り広げました。
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ＪＡ旗争奪
学童野球大会

11
月
17
・
24
日
、
第
15
回
Ｊ
Ａ
旗
争
奪
学
童
野
球
大

会
（
梅
の
郷
・
印
南
支
店
主
催
）
を
共
和
球
場
・
堺
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
、
み
な
べ
町
、
印
南
町
の
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
12
日
に
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
み
な
べ
で
抽
選
会
お

よ
び
開
会
式
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
24
日
に
共
和
球
場

で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、
み
な
べ
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

と
上
南
部
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
戦
い
ま
し
た
。
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
11
対
5
で
み
な
べ
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

が
勝
利
を
掴
み
ま
し
た
。

第15回
み
な
べ
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

上
南
部
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

11 月 29 日　5年生 29人11月 30日�　3・4年生 56人
4・5才児 120 人

JAでは、地域の子ども達の食農教育を支援しています。
営農指導員、くらしの活動課、青年部員、支店職員などがお手伝いしています。

食農教育支援
～自然の恵みに感謝する気持ちを育んで～

収穫祭さつま芋掘り

収穫祭大根収穫

いなみこども園・印南小学校
11月30日　3年生18人・5年生21人12月4日1・６年生30人

藤田小学校

野口小学校

名田小学校 

自己改革
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11 月 27 日、第 4回講座「いつまでも凛とした美しさ
を失わず『古都（京都）プチ旅行』艶麗な着物姿で紅葉
ライトアップを楽しんで…」を開催し、17人が出席しま
した。着物を着て京都の鈴虫寺（華厳寺）と禅林寺（永観堂）
に訪れました。鈴虫寺（華厳寺）では、和尚さんからお
説法を聞いてお参りし、禅林寺では紅葉のライトアップ
を楽しみました。受講生は「着物でライトアップは初めて。
とても感動して楽しかった」と笑顔で話しました。

女性倶楽部パール2期
京都で紅葉ライトアップ楽しむ

▲全員揃って記念撮影

▲農産物品評会 ▲女性会みはまブロック　うどん販売

第 36 回美浜農業まつり
『明日を創る美浜農業』
12 月 9日、美浜町農業祭実行委員会は和田小学校と JA美浜支店で、第 36回美浜農業まつり【明日を創る美浜農業】

を開催しました。農産物品評会、吉本新喜劇芸人『わんだーらんど』による漫才ショー、飲食物の販売など行い、大勢

の来場者で賑わいました。

12 月 6日、青年部は JA紀州本店で JA役職員との対

話集会を行い、部員 32 人、JA役職員、JA職員が出席

しました。JAの PR活動や出荷経費、台風被害について

等について約 2時間にわたり、意見交換をしました。

青年部
JA役職員との対話集会

▲女性会みはまブロック入山支部　カレーライス販売▲子ども達ももちつきを体験！

▲意見を述べる青年部員

自己改革 自己改革
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▶
光洋組合長も

ステージで共演！

12 月 5 日、年金友の会は第 5回ゲートボール大会を

野口ゲートボール場で開催し、

管内から 22 チーム 120 人が参

加しました。日頃の練習の成果

を発揮し、会員同士の親睦を深

めました。

11 月 18 日、日高川交流センターで共済プレミアム倶

楽部感謝祭を開催し、会員 291 人が参加しました。吉本

新喜劇芸人�大木こだま・ひびきら 3組の漫才、人気もの

まね芸人の三木ひろし

さんと君島遼さんが、

ものまねショーを披露

しました。会場は笑い

の渦に包まれ、会員達

は楽しい一日を過ごし

ました。

第5回ＪＡ紀州年金友の会
ゲートボール大会開催

共済
プレミアム倶楽部感謝祭

◀︎
優
勝
　
印
南
原
チ
ー
ム

▶︎
準
優
勝
　
え
び
す
チ
ー
ム

営農販売　トピックス

●野菜
　11 月 14 日、みなべ
いなみ豆部会はみなべ
町、印南町の各地で、紀
州うすいなど豆類の目揃
え会を開催し、生産者約
120 人が参加しました。
　11 月 21 日、野口事
業所でピーマンの目揃え
会を開催し、生産者 35
人が参加しました。

●梅
　11 月 19 日、みなべいな
み梅部会は、印南町とみな
べ町の各地でズバイの目揃
え会を開催し、生産者約 60
人が参加しました。

●花
　11月下旬、印南、日高川
地区で千両の目揃え会を開
催しました。12月 7日から
荷受けが始まりました。
　12 月 3 日、がいなポー
トでスターチス、カスミソ
ウの目揃え会を開催し、生
産者約 100 人が参加しまし
た。年末の市況や、栽培管
理などをＪＡ担当者から呼
びかけました。

▲君島遼さんの
　ものまねショー

順　位 チーム名
優　勝 印 南 原
準優勝 え び す
3　位 池 田 Ａ

敢闘賞
原 谷
荊 木
ちどりＡ
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梅
園
管
理
に
つ
い
て

病
害
虫
ノ
コ
メ
ト
ガ
リ
キ
リ
ガ

（
通
称　

ハ
ナ
ム
シ
）

　

近
年
、
一
部
地
域
で
、
開
花
期
に
異

常
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。
症
状
は
、
花

を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
実
が
つ
か
な

い
状
況
で
す
。
被
害
の
あ
っ
た
園
地
で

は
対
策
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　
（
ミ
ツ
バ
チ
設
置
前
）　

　

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤　

2,000
倍

（
前
日
／
３
回
）

潅
水
に
つ
い
て

　

夏
場
の
土
壌
乾
燥
が
樹
勢
低
下
を
起

こ
す
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
冬

期
の
乾
燥
も
根
の
細
根
量
や
生
育
に
影

響
し
ま
す
の
で
、
乾
燥
が
続
け
ば
潅
水

を
実
施
し
て
下
さ
い
。

土
つ
く
り
（
根
を
元
気
に
！
安
定
生
産

の
た
め
の
重
要
な
対
策
で
す
）

秋
～
冬
は
土
つ
く
り
の
時
期
で
す
。

特
に
、
石
灰
は
酸
性
の
矯
正
だ
け
で
な

く
、
梅
は
石
灰
の
吸
収
量
が
多
い
の
で
、

根
・
枝
・
葉
な
ど
、
様
々
な
器
官
に
多

く
利
用
さ
れ
ま
す
。
毎
年
必
ず
施
用
し

ま
し
ょ
う
。

堆
肥
（
牛
フ
ン
・
も
み
殻
堆
肥
2
ｔ

／
10
ａ
）
と
土
壌
改
良
剤
（
苦
土
入
り

セ
ル
カ
又
は
苦
土
石
灰
100
～
120
㎏
）

ミ
ツ
バ
チ
の
設
置
・
保
護
に
つ
い
て
（
結

実
安
定
生
産
の
た
め
の
重
要
な
作
業
で
す
）

ミ
ツ
バ
チ
は
雨
の
降
ら
な
い
日
の
12

℃
以
上
・
風
速
３
ｍ
以
下
で
活
動
が
活

発
に
な
り
ま
す
。
受
粉
不
良
園
で
は
、

必
ず
ミ
ツ
バ
チ
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

（
1
箱
／
10
ａ
）

梅
の
開
花
期
間
中
（
貸
し
出
し
し
た

ミ
ツ
バ
チ
の
回
収
が
済
む
ま
で
）
は
、

ミ
ツ
バ
チ
保
護
の
た
め
農
薬
の
散
布
は

し
な
い
で
下
さ
い
。

一
度
置
い
た
場
所
を
絶
対
に
動
か
さ

な
い
で
下
さ
い
。

回
収
日
の
朝
に
入
口
を
閉
め
る
と
、

写
真
の
よ
う
に
熱
さ
で
、
ミ
ツ
バ
チ
が

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
、
回
収
日

の
夕
方
に
入
り
口
を
閉
め
て
下
さ
い
。

ス
カ
シ
バ
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
‼

・
ス
カ
シ
バ
コ
ン
Ｌ�

50
～
100
本
／
10
ａ

ス
カ
シ
バ
コ
ン
の
面
積
当
た
り
の
設

置
は
、
当
初
に
比
べ
大
幅
に
減
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
コ
ス
カ
シ
バ
の

被
害
が
各
地
で
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
農
家
一
人
ひ
と
り
の
設
置

が
重
要
で
す
。
産
地
全
体
の
設
置
で
効

果
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

被
害
が
多
い
園
地
で
は
、
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル　

200
倍
（
開
花
期
ま

で
／
１
回
）
の
散
布
と
ス
カ
シ
バ
コ
ン

で
密
度
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

う 

め

ミツバチ

あ り

ド

ぐ

イガ

土
つ
く
り
と
樹
勢
回
復

近
年
の
気
象
パ
タ
ー
ン
を
見
る
と
夏

は
超
高
温
・
干
ば
つ
で
樹
勢
が
低
下
し
、

秋
は
豪
雨
と
台
風
で
酸
低
腐
敗
果
発
生

等
、
柑
橘
栽
培
に
お
い
て
大
変
厳
し
い

環
境
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に

品
種
に
よ
り
葉
が
黄
色
く
な
っ
て
い
る

園
で
は
、
有
機
堆
肥
の
投
入
や
客
土
を

行
っ
て
通
気
性
、
保
水
性
を
良
く
し
、

土
壌
が
乾
燥
し
た
ら
可
能
で
あ
れ
ば
潅

水
を
行
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
土
壌
が
酸

性
に
な
る
と
肥
料
の
吸
収
が
悪
く
な
る

の
で
、
石
灰
を
投
与
し
て
下
さ
い
。
中

耕
は
根
の
活
性
を
刺
激
し
発
根
作
用
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
干
ば
つ
対
策
に

柑
橘
類
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寒
害
対
策

　

寒
波
が
到
来
す
る
と
、
旧
葉
が
落
ち

て
枝
が
枯
れ
た
り
寒
害
果
の
発
生
も
助

長
し
ま
す
の
で
、
被
害
の
遭
い
や
す
い

園
で
は
収
穫
を
急
い
で
被
害
を
回
避
し

て
下
さ
い
。

も
繋
が
り
ま
す
が
、
全
園
地
を
実
施
す

る
と
な
れ
ば
大
変
な
労
力
を
必
要
と
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
乾
き
や
す
い
園
か

ら
、
数
年
計
画
で
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

中
晩
柑
類
の
収
穫
・
予
措
・
貯
蔵

　

中
晩
柑
類
は
、貯
蔵
と
流
通
ま
で
に
時

間
を
要
す
る
た
め
、収
穫
前
ま
で
に
は
必

ず
腐
敗
防
止
剤
を
散
布
し
て
下
さ
い
。ま

た
果
実
の
取
り
扱
い
方
次
第
で
は
、腐
り

や
虎
斑
症
を
助
長
す
る
こ
と
か
ら
収
穫

時
に
は
注
意
し
て
採
果
し
、適
正
な
予

措
・
貯
蔵
を
行
っ
て
下
さ
い
。（
表
1
）

剪
定
の
実
施

　

連
年
結
果
樹
で
は
、
間
引
き
主
体
の

軽
め
の
剪
定
を
行
っ
て
下
さ
い
。
表
年

樹
の
母
枝
の
多
い
樹
で
は
、
間
引
き
を

行
う
と
同
時
に
新
梢
の
発
生
を
促
進
さ

せ
、
反
対
に
母
枝
の
少
な
い
樹
は
軽
め

の
剪
定
、
も
し
く
は
無
剪
定
で
結
構
で

す
。
ま
た
、
中
晩
柑
で
は
樹
が
高
い
ほ

ど
薬
剤
が
か
か
り
に
く
い
た
め
、
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
類
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
混

み
合
っ
た
不
必
要
な
枝
の
整
理
を
行
っ

て
下
さ
い
。

病
害
虫
の
防
除

　

ア
カ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
・
ナ
シ
マ
ル
カ

イ
ガ
ラ
が
発
生
し
て
い
る
園
地
で
は
、

収
穫
が
終
了
し
、
樹
勢
が
回
復
し
て
か

ら
マ
シ
ン
油
乳
剤
95
％
の
30
～
45
倍
を

散
布
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
樹
勢
低

下
園
や
ゆ
ら
早
生
・
不
知
火
は
枝
枯
れ

を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
3
月

に
散
布
し
て
下
さ
い
。

（表１）　中晩柑類の最適貯蔵温湿度目安

品　種 予措による
減量歩合（％）

温度
（℃）

湿度
（％） 注意点

不知火 3～5 6～8 85～90 貯蔵は新聞紙やタイベック等
で包み、過乾燥に注意

ポンカン 5～7 5 90 高温多湿条件で予措戻り、す
上がりに注意

甘 夏 4～5 3～7 90～95 ポリ個装がよい
（乾燥で虎斑症多発）

八 朔 不要 4～6 90 予措及び温度が 8℃以上になる
と虎斑症を助長するので注意

春
肥
の
施
用

　

柑
橘
施
肥
基
準
を
参
考
に
行
っ
て
下

さ
い
。
ま
た
、
葉
色
が
濃
い
場
合
は
施

肥
量
を
加
減
し
て
下
さ
い
。

野 

菜

●
豆
類

○
ハ
ウ
ス
う
す
い

潅
水
は
、
で
き
る
だ
け
晴
天
の
日
の

午
前
中
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
畝
間
潅
水

は
、
加
湿
と
な
り
根
痛
み
や
、
べ
と
病
、

さ
び
病
の
発
生
の
原
因
に
な
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し

潅
水
し
て
下
さ
い
。

◎ 

空
気
莢
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
の

4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◦�

朝
は
ハ
ウ
ス
内
温
度
の
上
昇
を
待

っ
て
か
ら
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

昼
間
（
特
に
午
前
中
）
の
温
度
確

保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦�
夕
方
も
早
め
に
閉
め
て
温
度
確
保

に
努
め
ま
し
ょ
う
。（
灰
色
か
び
病

注
意
）

◦�

植
物
体
へ
の
日
照
量
確
保
の
た

め
、
畝
間
を
広
め
ま
し
ょ
う
。

○
キ
ヌ
サ
ヤ

新
品
種
の
紀
州
さ
や
美
人
は
、
高
温

に
弱
く
草
勢
も
弱
い
品
種
で
す
の
で
、

こ
ま
め
な
追
肥
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

栽
培

　

風
通
し
を
良
く
し
、
光
が
よ
く
当
た

る
よ
う
に
、
不
要
な
枝
は
草
勢
を
見
な

が
ら
早
期
に
取
り
除
い
て
下
さ
い
。
ま

た
、
蔓
下
げ
を
す
る
場
合
、
一
度
に
蔓

を
下
ろ
す
と
極
端
に
草
勢
が
低
下
し
ま

す
の
で
、
誘
引
紐
を
緩
め
自
然
に
蔓
の

重
み
で
下
が
る
程
度
に
し
て
下
さ
い
。

●
ミ
ニ
ト
マ
ト

摘
果（
花
）作
業

1
～
2
月
に
か
け
て
は
、
開
花
か
ら

収
穫
ま
で
の
日
数
が
栽
培
期
間
中
で
最

も
長
く
な
る
こ
と
か
ら
、
着
果
負
担
が

大
き
く
、
草
勢
を
維
持
し
辛
い
時
期
と

な
り
ま
す
。
対
策
と
し
て
、
適
期
収
穫

を
行
う
と
共
に
、
草
勢
に
合
わ
せ
た
摘

果（
花
）作
業
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

特
に
ア
イ
コ
で
は
2
月
以
降
に
開
花

す
る
房
を
摘
果（
花
）す
る
こ
と
に
よ
り
、

春
先
に
収
穫
す
る
果
実
の
肥
大
を
促
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。



19 あぐりガイド

裂
果例

年
よ
り
も
早
い
時
期
か
ら
裂
果
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
は
、草
勢
の
強
弱
を
無
く

し
、適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。結
露

対
策
と
し
て
、早
朝
の
加
温
に
よ
る
温
度

差
を
無
く
し
た
り
、さ
ら
に
循
環
送
風
機

等
で
ハ
ウ
ス
内
の
空
気
を
対
流
さ
せ
る

こ
と
や
、朝
の
換
気
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
調

節
す
る
な
ど
対
策
し
て
下
さ
い
。

《
共
通
》

病
害
虫
対
策

摘
葉
を
適
期
に
行
う
こ
と
で
、
葉
か

び
病
等
の
病
気
の
予
防
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
等
の
病
虫
の
卵
や

幼
虫
を
施
設
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
で
、

発
生
密
度
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
果
実
に
光
が
よ
く
当
た
る
こ
と

で
果
実
肥
大
の
促
進
、
着
色
ス
ピ
ー
ド

の
向
上
、
着
色
ム
ラ
の
軽
減
、
糖
度
の

上
昇
、
さ
ら
に
は
農
薬
が
よ
り
掛
か
り

や
す
く
な
る
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

病
害
虫
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
で

も
定
期
的
な
薬
剤
散
布
を
実
施
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
循
環
送
風
機
の
使
用
は

予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
病
害
が
発

生
し
て
か
ら
は
被
害
を
拡
大
さ
せ
ま
す

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

①
黄
化
葉
巻
病

今
年
度
、
一
部
の
地
域
で
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
施

設
で
越
冬
し
、
春
先
に
再
発
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
必
ず
予
防
的
な
薬
剤

散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。

黄
化
葉
巻
病
が
発
病
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
株
元
か
ら
切
断
又
は
引
き
抜
き
、

地
中
へ
埋
め
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
密

閉
し
て
燃
え
る
ゴ
ミ
へ
出
す
な
ど
適
正

に
処
理
し
て
下
さ
い
。

②
葉
か
び
病
・
す
す
か
び
病

草
勢
の
弱
り
や
ハ
ウ
ス
内
湿
度
が
高

く
な
る
と
発
生
量
が
多
く
な
り
ま
す
。

適
度
な
換
気
に
努
め
る
と
と
も
に
、
早

め
の
摘
葉
等
を
行
い
、
予
防
的
な
薬
剤

散
布
も
行
っ
て
下
さ
い
。

③
う
ど
ん
こ
病

草
勢
の
弱
り
や
ハ
ウ
ス
内
の
乾
燥
が

原
因
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

予
防
的
な
薬
剤
散
布
も
行
っ
て
下
さ
い
。

●
ピ
ー
マ
ン

　

厳
寒
期
で
加
温
機
の
稼
働
時
間
が
長

く
な
っ
て
く
る
と
、
ハ
ウ
ス
内
が
乾
燥

気
味
と
な
り
、
果
実
の
肥
大
、
交
配
、

光
合
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
天
気

の
良
い
日
は
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
の
潅
水
だ

け
で
な
く
、
畝
間
に
軽
く
潅
水
す
る
と

と
も
に
、
午
前
中
は
温
度
を
高
く
保
ち
、

午
後
か
ら
は
換
気
を
中
心
に
管
理
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
根
が
畝
へ
伸
び
て
き

ま
す
の
で
、
畝
間
の
保
湿
と
保
温
、
土

の
居
つ
ま
り
予
防
を
兼
ね
て
バ
ー
ク
堆

肥
等
を
必
ず
敷
い
て
下
さ
い
。
堆
肥
に

関
し
て
は
、
営
農
指
導
員
に
相
談
し
て

下
さ
い
。

収
穫

　

樹
へ
の
負
担
等
を
考
え
、
M
玉
中
心

に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
加
温
に

は
経
費
が
掛
か
り
ま
す
が
、
果
形
・
樹

勢
等
を
考
え
、
ハ
ウ
ス
内
温
度
を
17
℃

以
上
に
保
っ
て
下
さ
い
。

●
ナ
ス

厳
寒
期
で
加
温
機
の
稼
働
時
間
が
長

く
な
っ
て
く
る
と
、
ハ
ウ
ス
内
が
乾
燥

気
味
と
な
り
、
果
実
の
肥
大
、
交
配
、

光
合
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
特
に
ナ
ス

に
つ
い
て
は
、
水
分
が
必
要
な
の
で
、

潅
水
に
つ
い
て
は
少
量
多
潅
水
で
水
分

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
根
が
畝
へ

伸
び
て
き
ま
す
の
で
、
畝
間
の
保
湿
と

保
温
、
土
の
居
つ
ま
り
予
防
を
兼
ね
て

バ
ー
ク
堆
肥
等
を
必
ず
敷
い
て
下
さ
い
。

堆
肥
に
関
し
て
は
、
営
農
指
導
員
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

●
キ
ュ
ウ
リ

摘
心
は
葉
が
混
み
合
っ
て
い
れ
ば
一

節
止
め
に
し
、
摘
葉
は
収
穫
果
が
見
え

る
程
度
に
ゆ
っ
く
り
と
適
宜
行
っ
て
下

さ
い
。
追
肥
の
量
は
薄
め
で
、
雌
花
数

に
応
じ
て
増
減
さ
せ
て
下
さ
い
。

果
実
肥
大
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
は
全

体
的
に
温
度
を
上
げ
、
肥
大
を
促
し
て

下
さ
い
。
ま
た
温
度
を
上
げ
る
た
め
に

潅
水
量
も
増
や
し
、
通
路
は
乾
か
し

す
ぎ
な
い
程
度
に
し
て
下
さ
い
。
日
中

（
9
～
14
時
）
は
ハ
ウ
ス
内
温
度
を
30
～

32
℃
に
維
持
し
、
14
時
以
降
は
徐
々
に

下
げ
、
夜
間
は
最
低
15
℃
に
な
る
よ
う

に
設
定
し
て
下
さ
い
。
曇
雨
天
時
は
日

中
23
℃
に
し
、
葉
つ
ゆ
を
乾
か
し
ま
し

ょ
う
。

病
気
は
、
べ
と
病
・
う
ど
ん
こ
病
中

心
に
防
除
し
て
下
さ
い
。

よ
う
菜

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

防
除
薬
剤

花
蕾
発
生
時
期
に
降
雨
が
多
い
と
、

べ
と
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

予
防
散
布
に
努
め
て
下
さ
い
。

◦�

べ
と
病
…
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　

2,000
倍（
収
穫
3
日
前
ま
で
／
3
回
以
内
）
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潅
水低

温
乾
燥
に
よ
り
、
収
穫
時
期
は
遅

れ
ま
す
。
乾
燥
が
続
く
場
合
は
、
で
き

る
だ
け
午
前
中
に
潅
水
を
実
施
し
て
下

さ
い
。

収
穫

　

雨
天
の
収
穫
は
、
必
ず
水
分
を
取
り

除
き（
乾
か
す
）箱
詰
め
を
行
っ
て
下
さ

い
。
し
ま
り
の
良
い
花
蕾
を
選
び
収
穫

し
ま
し
ょ
う
。
取
り
遅
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

出
荷規

格
の
範
囲
内
で
満
杯
詰
め
に
し
て

下
さ
い
。
出
荷
の
際
は
、
必
ず
鮮
度
保

持
フ
イ
ル
ム
（
Ｐ
―
プ
ラ
ス
）
に
入
れ

て
出
荷
し
て
下
さ
い
。

●
キ
ャ
ベ
ツ

収
穫

　

結
球
最
外
葉
の
緑
葉
が
、
わ
ず
か
に

外
へ
反
り
返
り
、
結
球
表
面
が
光
沢
を

増
し
た
頃
が
収
穫
期
で
す
。
収
穫
が
遅

れ
る
と
品
質
が
低
下
す
る
の
で
、
結
球

●
ス
タ
ー
チ
ス

こ
の
時
期
は
ハ
ウ
ス
を
閉
め
切
る
日

が
多
く
な
り
、
灰
色
か
び
病
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。

発
生
さ
せ
る
と
防
除
が
困
難
に
な
る

の
で
、
換
気
、
通
風
を
良
く
し
、
施
設

内
の
湿
度
を
で
き
る
だ
け
下
げ
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

通
路
に
も
み
殻
や
ワ
ラ
を
敷
き
、
吸

湿
剤
と
し
て
使
用
す
る
の
も
効
果
的
で

す
。枯

葉
は
伝
染
源
と
な
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
除
去
し
、
早
期
防
除
を
徹
底
し

て
下
さ
い
。

薬
剤
散
布
に
つ
い
て
も
、
系
統
の
違

う
薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
し
、

耐
性
菌
対
策
を
し
て
下
さ
い
。

●
カ
ス
ミ
ソ
ウ

二
度
切
り
の
芽
は
少
し
伸
び
て
き
た

ら
大
き
さ
の
揃
っ
た
芽
を
4
本
程
度
残

し
、
整
理
し
ま
す
。

芽
が
伸
び
て
き
た
ら
換
気
を
始
め
ま

す
が
、
一
度
に
あ
け
る
と
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
ま
す
の
で
直
接
風
が
当
ら
な
い
よ

う
に
二
重
被
覆
の
部
分
よ
り
、
徐
々
に

換
気
し
て
下
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
除
去
後
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や

ダ
ニ
の
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
早

め
に
防
除
し
て
下
さ
い
。

追
肥花

蕾
が
見
え
始
め
た
頃
に
、
Ｎ
Ｋ
化

成
で
10
ａ
当
た
り
2
袋
程
度
施
用
し
て

下
さ
い
。
早
す
ぎ
る
追
肥
は
、
異
常
花

蕾
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。

が
完
了
し
た
も
の
か
ら
、
順
に
収
穫
し

て
下
さ
い
。

花
き
類

●
な
の
は
な

防
除
薬
剤

花
蕾
発
生
時
に
降
雨
が
多
い
と
、
べ

と
病
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
予
防

散
布
に
努
め
て
下
さ
い
。

追
肥年

明
け
後
、
収
穫
が
盛
ん
な
2
月
に

な
る
前
に
、
肥
効
の
長
い
Ｉ
Ｂ
化
成
Ｓ

１
を
10
ａ
当
た
り
2
袋
程
度
施
用
し
て

菌
核
病

シグナム WDG 1,500倍 2回以内 収穫7日前まで
アフェットフロアブル 2,000倍 3回以内 収穫前日まで

べ
と
病

ランマンフロアブル 2,000倍 4回以内 収穫3日前まで
フォリオゴールド 800～1,000倍 2回以内 収穫14日前まで

●キャベツ　防除薬剤

べと病
軟腐病

褐斑細菌病
Z ボルドー 500倍 ― ―

白さび病
ストロビーフロアブル 3,000～

4,000倍 2回以内 収穫前日まで

ランマンフロアブル 2,000倍 3回以内 収穫3日前まで

●なのはな　防除薬剤

下
さ
い
。

収
穫取

り
遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
雨
の
日
の
収
穫
は
で
き
る
だ
け

避
け
て
下
さ
い
。
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直売所出品者紹介

美浜町 田
た

端
ば た

 紀
き

代
よ

子
こ

さん

さわやか日高

出品先

白菜
大根
カブラ
キュウリ
など

主な出品物

さわやか日高がオープンと同時に出品を始めました。家
族 4人で協力して作っています。新鮮で安心、安全に心
掛けていますので、消費者の方々に美味しい野菜を食べ
ていただきたいと思っています。

みなべ統合選果場で野菜や果樹、花などの荷受
けを行い、検査をしています。少しでも農家さん
の所得増大につながるように、出荷物の品質統一
を目指して検査をしていきたいと思っています。

趣味は野球をしたり、観戦に行くことや、釣り
に行くことです。

やっぱり、地元産！
み
な
べ
営
農
販
売
セ
ン
タ
ー

 

た　

な
か   

ゆ
う 

と

田
中 

悠
斗

出品者募集中！
さわやか日高利用会
問合せ先：さわやか日高 ☎︎ 0738−63−1333

12 月号の記事（旅行実施日・旅行代金）に誤りが
ありましたので訂正します。
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2018 年７月からヤギの３頭を飼い始めました。ツバキちゃん、ユキくん、ツクシくんは神秘的で
優しい性格で、草を食べることが大好きです。田ノ岡さん一家にとって3頭は「家族の一員で、我
が家の除草隊員です。また、家にいるだけで癒されます」と笑顔で話してくれました。
� 【取材】龍神支店　松本裕司

龍神村東

飼い主：田
た
ノ
の
岡
おか
　博
ひろし
さん（67 才）

ツバキ（♀・1才 8ヶ月）
ユ　キ（♂・10ヵ月）
ツクシ（♂・8ヶ月）

紀州のええとこ、こんなとこ Vol.

34

　南海トラフ巨大地震により美浜町全域の約
46%、特に松原地区は、ほぼ 100% 浸水すると
予想されており、津波避難困難地域となっていた
ことから、建設を行うこととなったそうです。標
高 15.5 ｍ、収容人数 2,000 人（松原地区避難
対象人口 1,928 人）となっており、マンホール
トイレやかまどベンチ、生活必需品、非常食を保
管する倉庫なども設置されています。いつ起こる
かわからない災害に備えて、こういった場所があ
れば安心して過ごせますね。

【所在地】日高郡美浜町吉原

JA紀州管内の名所・
隠れスポット
を紹介！

【取材】
美浜支店　中村将太

松
まつ

原
ばら

地
ち

区
く

高
たか

台
だい

津
つ

波
なみ

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ
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ふれあいコーナー・占いコーナーはお休みです。

　輝くんは、いつも明るく元気な男の子。

やんちゃな所もありますが、最近は沢山

お手伝いをしてくれる優しい子です。も

うすぐ赤ちゃんが生まれ、お兄ちゃんに

なります。毎日ママのお腹を撫でて、赤ち

ゃんが生まれてくるのをすごく楽しみに

しています。

�ご家族からのメッセージ
4月からはピカピカの1年生になるね！

お友達と仲良く楽しい小学校生活を送っ

てね♡

表紙紹介

お正月特別クイズ

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課��

行

■応募方法
　右記の記入例を参考に、ハガ
キ ま た は FAX（0738 − 32
− 7140）にてご応募下さい。
　皆様からお寄せいただいたお
便り、感想等は広報誌・HP 上
に掲載させて頂く場合がござい
ます。その際は市町村・イニシャ
ルを使用させて頂きます。ご了
承下さい。

●11月号の答えは
「トシワスレ」でした

●12月号の答えは
「コママワシ」でした

tomato-ume
プレゼント!

●締切　
1月31日（木）消印有効
 当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

正解者の中から抽選で５名の方に、

　明けましておめでとうございます。
今年も、ＪＡ紀州をよろしくお願い
します。さて、1月 26 日には、『第
4回くのいちフェスティバル』が開
催されます。ご来場の皆さまに楽し
んでいただけるように、準備してい
ます。当日は、友人や家族とご一緒に、
一日遊べるイベントとなっています
ので、ぜひお越し下さい。

編集後記

木
き

内
ない

　輝
らいと

くん（6才）

日高町小中

まちがいさがし
【問題】
右のイラストと左のイラストは違う部分があります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で全てお答え下さい。

制作：ニコリ
出題・イラスト：酒井栄子
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JA共済

平成30年度コンクールに、管内の小中学校から合計1,671点
（半紙1,319点、条幅352点）の作品が出展されました。

以下、全共連和歌山県本部長賞（金・銀・銅賞）受賞者の皆さん

●金賞

竹山 愛瑠さん（志賀小学校2年生）

●銅賞

原出 竜成さん（御坊小学校1年生）

峪 　瞳和さん（志賀小学校1年生）

的塲 浩輝さん（川辺西小学校2年生）

山本 紗愛さん（松原小学校6年生）

●金賞
山本 萌愛さん（松原小学校2年生）

●銀賞
的塲 浩輝さん（川辺西小学校2年生）

●銅賞
岩橋 花歩さん（志賀小学校1年生）
西田 有希さん（野口小学校2年生）
笠井 惟永さん（名田小学校5年生）

半紙の部 条幅の部

●半紙の部
　【和歌山県書道教育連盟賞】

●条幅の部【朝日新聞社賞】

竹山 愛瑠さん
（志賀小学校2年生）
★全国コンクール審査中

最明 希香さん
（日高中学校1年生）

山本　萌愛さん
（松原小学校2年生）
★全国コンクール審査中

書道コンクール作品紹介


